
市役所内に設置されている支援窓口

現
在
、
我
が
国
に
お
い
て
は
、

尖
閣
諸
島
問
題
、
北
方
領
土

問
題
な
ど
、
深
刻
な
問
題
が
山
積
し

て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
民
間
や
行
政

レ
ベ
ル
で
の
国
際
交
流
事
業
の
有
効

性
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
が
、
友
好

都
市
で
あ
る
中
国
保
定
市
と
の
民
間

団
体
に
よ
る
交
流
や
中
国
語
講
座
の

開
設
な
ど
、
市
内
に
お
け
る
国
際
交

流
事
業
の
状
況
を
問
う
。

　

ま
た
、
今
後
、
本
市
は
ど
の
よ
う

に
国
際
交
流
を
展
開
し
て
い
こ
う
と

考
え
て
い
る
の
か
。

国
際
交
流
事
業
に
つ
い
て
は
、

保
定
市
を
友
好
訪
問
す
る
団

体
に
対
し
、
交
流
の
促
進
を
図
る
た

め
、
平
成
７
年
度
か
ら
友
好
都
市
市

民
交
流
補
助
金
を
交
付
し
て
お
り
、

現
在
ま
で
に
補
助
金
を
利
用
し
て
162

名
が
保
定
市
を
訪
問
し
て
い
る
。
現

在
、
保
定
市
と
は
経
済
、
教
育
、
医

療
な
ど
各
分
野
に
お
け
る
交
流
を
深

め
て
い
る
が
、
特
に
済
生
会
西
条
病

院
と
保
定
市
第
一
中
心
医
院
は
、
本

市
と
保
定
市
の
友
好
締
結
に
先
駆
け
、

平
成
３
年
に
友
好
交
流
議
定
書
に
調

印
し
、
継
続
し
た
交
流
を
行
っ
て
い

る
。

　

ま
た
、
平
成
22
年
度
は
、
産
業
文

化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
産
業
祭
に
お

い
て
ア
メ
リ
カ
の
食
文
化
の
紹
介
、

ギ
リ
シ
ャ
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
国
際
理

解
講
座
の
開
催
及
び
青
年
海
外
協
力

隊
パ
ネ
ル
展
を
行
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
語
学
講
座
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
中
国
語
講
座
、
韓
国
語
講
座
、

英
会
話
講
座
、
日
本
語
教
師
養
成
講

座
を
開
催
し
て
い
る
。

　

今
後
の
国
際
交
流
の
展
開
に
つ
い

て
は
、
今
後
の
日
中
関
係
の
情
勢
を

踏
ま
え
て
保
定
市
へ
の
代
表
団
の
派

遣
を
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

保
定
市
と
は
、
観
光
客
の
誘
致
や
地

場
産
品
の
販
路
拡
大
も
テ
ー
マ
と
考

え
、
調
査
検
討
を
進
め
な
が
ら
一
層

の
交
流
が
図
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
み
、

本
市
の
地
域
資
源
を
活
用
し
た
戦
略

的
な
国
際
交
流
を
促
進
し
て
い
き
た

い
。

若
者
の
雇
用
状
況
が
厳
し
い

中
、
農
業
の
経
営
基
盤
を
強

化
し
、
農
業
に
お
け
る
生
産
性
の
向

上
、
効
率
化
等
に
対
し
て
支
援
を
行

う
こ
と
は
行
政
と
し
て
の
責
務
だ
と

考
え
る
が
、
そ
の
支
援
の
状
況
と
農

業
後
継
者
・
担
い
手
育
成
の
た
め
の

取
組
に
つ
い
て
問
う
。

　

ま
た
、
疲
弊
し
て
い
る
と
言
わ
れ

る
農
業
に
対
し
、
収
益
リ
ス
ク
の
分

散
や
農
地
の
保
全
・
販
売
力
の
強
化

等
、
農
業
の
基
礎
体
力
の
向
上
を
目

指
し
た
大
規
模
な
農
業
企
業
体
の
形

成
へ
の
支
援
に
つ
い
て
の
考
え
を
問

う
。

農
業
の
生
産
性
向
上
対
策
に

つ
い
て
は
、
生
産
基
盤
で
あ

る
ほ
場
整
備
を
は
じ
め
と
す
る
ハ
ー

ド
整
備
に
合
わ
せ
、
整
備
後
の
土
地

利
用
計
画
な
ど
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
両

面
か
ら
の
対
策
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

　

ソ
フ
ト
面
の
対
策
は
、
農
地
の
集

約
に
よ
る
経
営
の
効
率
化
や
生
産
コ

ス
ト
の
低
減
、
作
業
効
率
の
向
上
を

見
込
み
、
農
地
集
積
や
担
い
手
に
対

す
る
助
成
、
ま
た
、
集
落
営
農
組
織

の
設
立
や
育
成
に
対
す
る
助
成
を
行

っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
後
継
者
育
成
対
策
に
つ
い

て
は
、
新
規
就
農
者
を
含
め
た
農
業

後
継
者
の
育
成･

確
保
が
重
要
な
課

題
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
新
た

に
就
農
す
る
た
め
の
初
期
投
資
の
問

題
、
農
地
・
住
居
の
問
題
、
農
業
技

術
の
習
得
な
ど
の
課
題
を
解
消
し
、

こ
れ
ら
の
就
農
相
談
に
対
応
す
る
た

め
、
平
成
20
年
度
よ
り
県
・
市
・
Ｊ

Ａ
な
ど
関
係
機
関
が
一
体
と
な
り
、

「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
」
を
設
置
し
、

農
地
情
報
の
提
供
、
制
度
資
金
、
農

業
技
術
検
証
事
業
、
機
械
や
施
設
に

対
す
る
補
助
の
紹
介
な
ど
総
合
的
な

営
農
相
談
を
実
施
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
農
業
企
業
体
形
成
へ
の

支
援
に
対
し
て
、
こ
れ
ま
で
認
定
農

業
者
や
集
落
営
農
の
組
織
化
・
法
人

化
を
支
援
し
て
き
て
お
り
、
認
定
農

業
者
数
は
県
下
で
４
位
、
そ
の
う
ち

の
法
人
組
織
数
は
１
位
と
な
っ
て
い

る
。

　

今
後
も
持
続
的
な
農
業
発
展
の
た

め
、
適
切
な
支
援
を
行
い
、
地
域
の

特
性
を
生
か
し
た
高
い
生
産
性
と
収

益
を
有
す
る
農
業
経
営
の
確
立
を
図

っ
て
い
き
た
い
。

　

12
月
定
例
会
に
お
け
る
請
願
の
審

議
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
採　

択
】

・
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種

費
用
の
全
額
公
費
助
成
等
を
求
め

る
請
願
を
採
択

【
不
採
択
】

・
最
低
保
障
年
金
制
度
創
設
を
求
め

る
意
見
書
提
出
の
請
願

・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
廃
止
に

関
す
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る

請
願

【
継
続
審
査
】

・
最
低
賃
金
法
の
抜
本
改
正
と
安
定

雇
用
の
創
出
、
中
小
企
業
支
援
策

の
拡
充
・
強
化
を
求
め
る
請
願

・
内
需
を
拡
大
し
て
安
定
し
た
雇
用

の
創
出
を
求
め
る
請
願

・
大
幅
増
員
と
夜
勤
改
善
で
安
全
・

安
心
の
医
療
・
介
護
を
求
め
る
請

願
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国
際
交
流
の
現
状
と

           

今
後
の
取
組
は
？

（
無
会
派
）

答

答

農
業
振
興
策
に
対
す
る

　　　　

市
の
取
組
・
支
援
状
況
は
？

（
無
会
派
）


